
 

 

 

 
     

 困難のりこえ、ともに生きる     
  はつらつ道政レポートNO.411 2026.5.3 発行：真下紀子事務所    

 
 

第
２
期
北
海
道
雇
用
・
人
材
対
策
基
本
計

画
が
経
済
委
員
会
に
報
告
さ
れ
、就
職
氷
河
期

世
代
や
障
害
者
雇
用
支
援
を
26
年
度
推
進
計

画
で
強
化
す
る
こ
と
、
GX
、
AI
・
DX
関
連
産

業
の
人
材
集
中
で
必
要
な
人
材
確
保
が
難
し

い
問
題
へ
の
対
応
も
求
め
ま
し
た
。 

 

障
が
い
者
法
定
雇
用
率
は
、
今
年
７
月
１
日

か
ら
２
・
７
％
に
上
が
り
、
従
業
員
数
40
人
か

ら
37
・
5
人
以
上
に
対
象
拡
大
さ
れ
ま
す
。

真
下
道
議
は
、
福
祉
分
野
等
と
も
連
携
し
て
単

な
る
労
働
力
と
し
て
で
は
な
く
、人
間
の
営
み

の
観
点
か
ら
就
業
に
結
び
つ
く
よ
う
支
援
が

必
要
と
訴
え
、
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

水
口
伸
生
経
済
部
長
は
「
就
職
を
希
望
す
る

方
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
ら
の
可
能
性
を
発
揮
し
、

安
心
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

◆ 

業
種
の
別
な
く
創
業
支
援
を 

 

24
年
度
の
道
内
新
設
法
人
は
、
約
４
千
９

０
０
社
と
２
年
連
続
増
加
。
２
０
０
０
年
以

降
２
番
目
の
高
水
準
で
す
（
帝
国
デ
ー
タ
バ

ン
ク
調
査
）
。
こ
れ
ま
で
の
創
業
支
援
策
の

道
予
算
は
増
え
た
も
の
の
人
件
費
増
加
分
の

水
準
で
す
。
北
海
道
中
小
企
業
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
が
行
な
う
創
業
補
助
金
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
は
業
種
を
問
い
ま
せ
ん
。
一
方
一
般

社
団
法
人
の
創
業
支
援
は
日
本
政
策
金
融
公

庫
は
使
え
て
も
、
道
支
援
は
医
業
中
心
の
業

種
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
差
が
あ
り
ま
す
。

「
医
業
」
に
該
当
し
な
い
医
療
や
介
護
、
障

害
当
事
者
が
社
会
資
源
を
自
ら
生
み
出
そ
う

と
創
業
す
る
努
力
が
広
が
っ
て
い
る
中
、
業

種
限
定
の
緩
和
が
必
要
と
訴
え
ま
し
た
。 

◆ 

事
業
承
継
支
援
の
強
化
を 

 

事
業
承
継
支
援
も
年
間
20
件
程
度
で
す
。

個
人
事
業
主
含
め
、
地
域
の
事
業
を
承
継
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
強
化
を
求
め
ま
し
た
。 

 

７
日
の
道
議
会
経
済
委
員
会
で
、
日
本
共
産
党
の
真
下
紀
子
道
議
は
、
米
国
と
イ
ス
ラ
エ

ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
の
影
響
に
よ
る
中
小
企
業
経
営
へ
の
対
策
と
保
険
料
免
除
や
雇
用

継
続
の
緊
急
支
援
と
、
創
業
・
事
業
承
継
へ
の
支
援
強
化
を
求
め
ま
し
た
。 

 

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
閉
鎖
に
よ
る
影
響
が
道

内
、
旭
川
で
も
石
油
化
学
製
品
を
扱
う
塗
装

業
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
等
に
で
て
い
ま
す
。

経
済
委
員
会
で
真
下
道
議
は
、
値
上
げ
に
加

え
供
給
不
足
が
出
て
い
る
と
現
状
を
訴
え
、

影
響
緩
和
対
策
と
コ
ロ
ナ
禍
の
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融

資
返
済
猶
予
・
免
除
等
を
求
め
ま
し
た
。 

 

22
日
北
海
道
商
工
団
体
連
合
会
、
23
日
旭

川
民
主
商
工
会
の
緊
急
要
請
に
も
同
席
し
実

態
踏
ま
え
た
緊
急
対
策
を
求
め
ま
し
た
。 

 

真
下
議
員
は
、
３
月
19
日
の
「
国
会
に
お

け
る
憲
法
論
議
に
つ
い
て
」
の
意
見
書
議
論

で
も
、
く
ら
し
と
経
済
の
安
定
の
た
め
に
国

介護福祉士資格を取得できる道立置戸高

校の入学者減に心痛めた真下議員は重要

な役割と魅力を質問、27人にＶ字回復。

来室した深川正美町長と懇談しました。 

際
法
違
反
の
武
力
攻
撃
を
行
っ
た
米
国
と
イ

ス
ラ
エ
ル
に
対
し
、
攻
撃
を
や
め
よ
と
い
う

外
交
努
力
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。 

道経済部に要請する北商連のみなさんと 

旭川市に要請する民商のみなさんと 
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質疑・討論の準

備をする真下・

丸山道議 

 

道
は
安
心
出
産
支
援
事
業
と
し
て
妊
婦
健
診
・
出

産
時
の
交
通
費
・
宿
泊
費
等
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、

出
産
が
減
少
し
（
左
下
の
表
参
照
）
、事
業
対
象
者
が

減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
自
宅
と
医
療
機
関
の

距
離
を
要
件
に
し
て
い
る
た
め
、
同
じ
自
治
体
の
中

で
も
居
住
す
る
地
区
に
よ
っ
て
対
象
と
な
る
場
合
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
、
同
じ
自
治
体
な
の
に
差
が

生
じ
て
い
る
こ
と
が
、
自
治
体
訪
問
で
わ
か
り
ま
し

た
。
平
等
な
対
応
に
す
る
た
め
、
町
が
上
乗
せ
補
助
し

て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
道
は
そ
の
実
情
を

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

８
日
の
子
ど
も
政
策
調
査
特
別
委
員

会
で
真
下
道
議
は
、
安
心
出
産
支
援
事

業
の
対
象
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。 

 

国
も
離
島
な
ど
を
対
象
に
同
様
の
事

業
を
開
始
。
真
下
道
議
は
、２
０
２
５
年

は
国
費
分
約
６
５
５
万
円
が
増
え
た
の

に
対
し
、
事
業
総
額
は
２
０
０
万
円
増

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
。
国
事
業

が
な
か
っ
た
22
年
度
と
比
べ
、
道
費
は

約
４
５
５
万
円
減
っ
た
と
指
摘
。 

 

道
は
今
年
度
、
産
後
ケ
ア
や
乳
幼
児

健
診
利
用
へ
、
対
象
を
拡
充
を
し
て
い

ま
す
。
真
下
道
議
は
「
道
は
国
保
料
・
税

の
統
一
化
を
め
ざ
す
一
方
、
医
療
機
関

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
は
大
き
な
格
差
が
あ

る
。
道
内
自
治
体
は
広
域
で
同
一
自
治

体
で
も
対
象
に
な
ら
な
い
な
ど
、
格
差

は
、
せ
め
て
妊
産
婦
支
援
事
業
で
は
生

じ
な
い
よ
う
、
支
援
基
準
の
拡
充
を
検

討
す
る
よ
う
」
、
道
に
求
め
ま
し
た
。 

 

３
歳
児
保
育
は
、
園
児
20
人
に
保
育
士
一
人
か
ら
、

園
児
15
人
に
保
育
士
一
人
の
配
置
に
改
善
さ
れ
ま
し

た
。
道
所
管
の
全
保
育
園
は
新
基
準
を
満
た
し
ま
し
た

が
、
す
で
に加
配
対
応
し
て
い
た
た
め
、
新
基
準
と
な
っ

て

も
現
場
の
改
善
感
は
あ
り
ま
せ
ん。８
日
の
子
ど
も
政
策

2022（R4）年度 妊産婦健診のべ1965人 出産のべ1123人 

2023（R5）年度        1854人 1043人 

2024（R4）年度 1157人 1004人 

調
査
特
別
委
員
会
で
真
下
道
議
は
、
特
に
特
別
支
援
保

育
が
必
要
な
子
ど
も
が
増
え
て
い
る現
状
を
訴
え
、
園

児
一
人
に
保
育
士
一
人
の
配
置
が
な
け
れ
ば、
安
全
な

保
育
が
で
き
な
い例
が
多
い
と現
場
の
声
を
代
弁
。さ
ら

な
る
改
善
を
求
め
ま
し
た。 

 

結
婚
を
条
件
に
家
賃
・引
っ
越
し
費
用
を

助
成
す
る
「結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」に
道

内
66
市
町
村
が
と
り
く
み
、
９
１
４
万
円

交
付
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
若
い
世
代
に
と
っ

て
住
宅
支
援
は
重
要
で
す
。
で
も
夫
婦
所

得
５
０
０
万
円
未
満
の
条
件
の
他
に
、
29

歳
以
下
は
上
限
60
万
円
、
39
歳
ま
で
上
限

30
万
円
と
差
が
つ
い
て
い
ま
す
。
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ
る
事
業
で

す
が
妊
娠
可
能
年
齢
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま

す
。
「な
ぜ
年
齢
要
件
を
つ
け
た
の
か」

、８

日
の
子
ど
も
政
策
調
査
特
別
委
員
会
で
科 

学
的
根
拠
を
質
問
。
道
は
合
理
的
説
明
が
で
き
せ
ん
で

し
た
。 

 

国
・道
が
す
す
め
る
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
で
は

、

加
齢
に
よ
る
卵
子
・精
子
の
老
化
に
伴
う
胎
児
・赤

ち
ゃ
ん
の先
天
異
常
や
奇
形
の
「リ
ス
ク」が
高
ま
る
と

説
明
し
て
い
ま
す。
「若
い
う
ち
か
ら『リ
ス
ク』を
知
る

の
は
良
い
こ
と
だ」と
い
う
声
の
一
方
、
「障
が
い
の
あ
る

人
の
『生
』を
否
定
す
る
優
生
思
想
に
結
び
つ
く危
険

性
も
あ
る
」と
指
摘
す
る
声
も
あ
る
と
紹
介
し
た
真
下

道
議
。
「結
婚
・出
産
は
本
人
の
選
択
権
が
重
要
。
結
婚

生
活
支
援
に
あ
え
て年
齢
要
件
を
つ
け
る
と優
生
思
想

を
懸
念
す
る
」と
質
問
。 

 

ま
た
、
結
婚
し
な
い
で出
産
す
る
方
も
、
夫
婦
別
姓

を
選
択
し
て
戸
籍
上
の
結
婚
を
し
て
い
な
い夫
婦
は
対

象
に
し
ま
せ
ん。新
婚
生
活
を
応
援
さ
れ
な
い、
あ
る
い

は
不
利
益
を
被
る
カ
ッ
プ
ル
が生
じ
る
問
題
も
提
起
し

ま
し
た。 

 

鈴
木
和
義
子
ど
も
応
援
社
会
推
進
監
は
「結
婚
・妊

娠
・出
産
、
子
ど
も
を
持
つ
持
た
な
い
の自
己
決
定
権

が
前
提
」と
答
え
、
子
ど
も
政
策
企
画
課
長
は
「婚
姻

や
世
帯
の
形
態
が
多
様
化
し
て
き
て
お
り、
事
業
実
施

主
体
の
市
町
村
に
実
態
や
要
望
を
聞
く
」と
答
え
ま
し

た
。 


